
６ 自発的な活動の推進 

113 

 

 

6-1 環境に関する活動の展開 

 

１ 参加と連携による環境活動（循環型社会推進課） 

 

環境日本一を実現するためには、私たち一人ひとりが人間と環境との関わりについての理解と認識を深め

るとともに、県民・事業者・民間団体・行政等がそれぞれの主体の特性を活かし、補完し合いながら、連携し

て取り組むことが必要です。このため、県では、「環境月間」や「やまなし環境フォーラム」の開催などを通じ

て、県民の環境保全への意識の高揚を図っています。 

主な取り組みとしては、環境保全実践活動の展開を支援・促進するため、「環境日本一やまなしづくり推進

事業費補助金」（平成 6年度～）により、市町村（一部事務組合も含む）が地域住民と一体となって実施する

先駆的・モデル的など環境保全事業に対して補助を行うとともに、民間団体が実施する環境保全活動に対し

ても「山梨県地域活性化促進事業費補助金」（県民生活課：平成13年度～）により助成を行っています。 ま

た、地域の民間団体等が開催する環境問題に関する講演会や学習会等に対して講師を派遣する「環境アド

バイザー派遣事業」（平成7年度～）を実施し、地域の環境保全活動を支援しています。 さらに、これらの活

動が日常生活の中に定着していくことを目的として、環境美化活動に取り組む一斉活動日を設け、やまなし

クリーンキャンペーン（平成8年度～）を提唱、実施しています。 

 

(1)環境日本一やまなしづくり推進事業費補助金（循環型社会推進課） 

市町村名 事   業   内   容 市町村名 事   業   内   容 

 南アルプス市 ○分別排出マニュアル配布 

 

 甲府市 ○ケナフを育ててはがきを作ろう事業 

○ 保育所、幼稚園における環境教育推進事業 

○ Kids ISOプログラム事業 

 塩山市 ○ごみ減量・リサイクルマニュアル配布 

 北杜市 ○環境映画の上映、講演会の開催 

○水のセミナーの開催 

山梨市 

 

○エコロジーコーナーの開設事業 

○リサイクルステーションの利用促進事業 

 笛吹市 ○移動環境教室事業 

○学校環境ＩＳＯ宣言事業 

○ミックスペーパー、その他プラスチック容器包装回

収促進事業 

 大月市 ○ごみ減量化リサイクルＰＲ冊子の配布 

○アダプトプログラム推進事業 

○エコ市民交流事業の実施  勝沼町 ○古紙類分別推進事業 
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 韮崎市 ○環境講座の開催 

○環境保全啓発チラシ配布 

○アイドリングストップ啓発ステッカー作成 

小淵沢町 ○ごみ減量啓発チラシ作成配付、リサイクルステー

ション啓発ポスター作成 

○環境研修会の開催 

 山中湖村 ○剪定枝等チップ化処理機購入 峡南衛生組合 ○ミックスペーパー、その他プラスチック容器包装

回収促進事業   

 

（2)やまなしクリーンキャンペーン（循環型社会推進課） 

県では平成8年度から、子供から高齢者まで県民参加による環境美化のための一斉活動日を提唱し、私た

ちが日頃から慣れ親しみ愛着のある身近な環境での全県一斉クリーンキャンペーンを展開しています。 

平成17年度は一斉活動を年6回実施しました（5月30日、7月30日、9月30日、11月30日、1月30日、

3月30日）。 

 

(3)環境月間（5月30日～6月30日）における取り組み（循環型社会推進課） 

環境基本法においても定められた「環境の日（6月5日）」を中心として、ゴミゼロの日(5月30日) から6月

末までを「やまなし環境月間」とし、環境保全に向けた各種行事を実施しています。 

行事名 概要 主催

やまなし クリーンキャンペーン
   子供から高齢者まで県民が参加して、日ごろから慣れ親しんでいる身
近な場所の環境美化に取り組む一斉活動を行った。

山梨県
市町村

一日森林環境部長の委嘱
   環境保全意識の高い県民の代表を「一日森林環境部長」に委嘱し、
街頭キャンペーン等を行った。

山梨県

ごみ減量・リサイクル推進キャンペー
ン

   県内主要地域において啓発物品を配布し、ごみの減量とリサイクルの
推進を呼びかけた。

山梨県
市町村

環境フォーラムｉｎやまなし

  やまなし環境月間の中心行事として実施。Ｃ,Ｗ,ニコルさんを講師に招
き、「人と自然との共生」をテーマに講演会を開催した。
　山梨県環境保全功績者表彰として、環境保全に関する県民等の意識
の啓発、高揚を図るため、地域の環境保全に顕著な功績のあった者を
知事表彰した。

山梨県

環境情報コーナー
　一般県民が多く利用する公共施設などにおいて、環境に関する資料・
パネル、環境にやさしい製品等を展示し、環境問題への意識啓発を図っ
た。

山梨県

環境保全のための新聞広告掲載 　環境保全の意識啓発を図るため、新聞広告を掲載した。 山梨県

テレビ、広報紙等による広報
　県企画番組、広報紙、新聞等により、環境保全・美化運動への参加を
呼びかけた。

山梨県

平成１7年度環境月間行事
 

(4)緑のボランティア活動の推進（みどり自然課）  

森林整備ボランティア活動の初期段階に必要な歩道設置、下刈り、地拵え等の環境整備に対して、ボラン

ティア団体に直接支援を行い、多くの県民の森林整備への参加と参加者の森林・林業に対する理解を深め

ることにより、県民参加の緑づくりの推進を図ります（平成1７年度実施箇所 2箇所）。 

 

(5)森林ボランティアの支援（林業振興課） 

フォレストサポートクラブ(FSC)会員などの森林ボランティアに対し、１００万本植樹運動などの森林・林業に
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関する各種イベントの情報提供や森林ボランティア支援事業などを通じて技術支援を行うなど、自主的な活

動が図られるよう支援を行いました。 
 
(6)やまなし森林づくりフィールド情報ネットの運営（森林整備課） 
従来から「森林ボランティア活動への参加意思があっても、どこでどのような団体が活動しているか分から

ない」、「森林ボランティア活動のフィールドを確保したいが探す方法がない」等の声が県民から寄せられ

ていました。そこで県下全域での幅広い世代による森林づくり活動への参加を促進する目的で、森林づく

りのためのフィールド、森林ボランティア活動等の情報を一体的に提供するシステム「やまなし森林づくりフ

ィールド情報ネット」を整備し、平成16年3月より運用を開始しました。 

 
①提供情報 
ア 森林づくり活動フィールド提供情報 
イ ボランティア団体活動紹介 
ウ 森林イベント情報 
エ 体験活動受入施設 
オ 森林体験プログラム 
カ 指導者リスト 

 
森林イベント情報については随時情報を更新、その他の情報については年に１回の更新を行っていま

す。 
ホームページURL:http://www.kokumon.co.jp/field/ 
・「山梨県庁のホームページ」→「組織別インデックス」→「森林整備課」→ 
・「山梨県庁のホームページ」→「環境・自然」→ 

 
(7)環境保全林の再整備（企業・団体の募集によるパートナーの育成）（森林整備課） 
山梨県内において、NP０団体や学校が森林整備を行うケースは近年増加していますが、企業・団体の森

林整備に対する取り組みはまだ盛んではありません。 
そこで、県と協力して森林整備を行う県内企業・団体を募集し、研修会の開催や資機材の配備等の活動

支援を通じて、景観修景や除伐作業等を実施することにより、森林整備のパートナーとして育成を図る環

境保全林再整備事業を平成15年度より実施しています。 
活動を行うフィールドは過去に環境保全林整備事業を実施した26箇所のうち、特に人の入り込みが多い

箇所を対象とし、平成15年度から平成19年度までの5年間、毎年１箇所ずつ選定します。また、森林整

備のパートナーとなる企業は県と3年間の森林整備に関する協定を締結し、森林整備活動を実施します。 
 平成 1７年度は、南都留郡西桂町の三ッ峠自然環境保全林をフィールドとして富士急行株式会社と西

桂町と県が協定を締結し、1１月に社員16名の参加により、除間伐等の森林整備を実施しました。 
 

 
 

http://www.kokumon.co.jp/field/
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協定締結（活動実施）期 森林整備を実施するフィールド   協定締結企業 

平成１５年度～平成１７年度 北杜市武川町精進ヶ滝生活環境保全林 サントリー（株）白州蒸留所水工場 

平成１６年度～平成１８年度 南巨摩郡増穂町奥仙重生活環境保全林 生活協同組合市民生協やまなし 

平成１７年度～平成１９年度 南都留郡西桂町三ッ峠自然環境保全林 富士急行株式会社 

Ｈ15～Ｈ19までの協定締結企業と活動実施場所 

 

(8)やまなし土木施設環境ボランティアの推進（道路管理課・治水課） 

やまなし土木施設環境ボランティア推進事業は、自治会、老人クラブ、商店会、住民の有志等地域住民団

体並びに企業、学校等及びその従業員、児童生徒等の団体の代表者が、公共施設を所管する建設事務所

長に環境ボランティア届けを提出、県及び市町村との三者で合意書を取り交わし、県が管理している道路、

河川、公園施設の清掃、除雪、除草、草花の植栽等の美化活動をする制度です。 

県では、この事業を支援するため、美化活動に必要なかんな、鍬、ゴミ袋等の清掃用具、安全確保のため

の簡易バリケード等を支給、また活動中の事故に備えてボランティア保険に加入します。 

平成15年9月より募集を開始し、平成17年度末で、合意団体46団体、参加人数1,844名が参加しており、

土木施設の維持管理及び地域の環境に対する住民意識の高揚を図り、快適なまちづくりを推進していま

す。 

 

(9)山梨県環境保全基金（循環型社会推進課） 

県民、事業者等に対する環境の保全に関する知識の普及、実践活動の支援、地域に根ざした環境保全活

動を推進することにより、県土の環境の保全を図るため、平成2年3月27日に「山梨県環境保全基金条例 

(以下「基金条例」という) を公布・施行し、基金条例に基づく山梨県環境保全基金(以下「基金」という）を設置

しました。 

 

①基金の額 

基金の額は、平成元年度に国の地域環境保全対策費補助金及び地方交付税交付金による財源措置をそ

れぞれ２億円受けて４億円とし、その後、平成 3年度に県が４億円を増額し、平成 17年度末現在で約８億９

百万円となっています。 

 

②基金運用益の処理 

基金の運用から生ずる収益は、毎年度の歳入歳出予算に計上し、基金の設置の目的を達成するために必

要な経費の財源に充てることとしています。平成17年度の運用益約760万円を活用して、次の事業を実施し

ました。 

ア 環境ライブラリー 

多くの県民の集まる場所において、環境に関する資料、エコ商品、パネル等の展示、ビデオ上映等を

行い、県民が環境に配慮した生活様式をとることができるよう意識啓発を図りました。 

イ 環境情報新聞広告 

環境月間に新聞広告を実施し、広く県民に環境に関する意識啓発を図りました。 

ウ 環境日本一やまなしづくり推進事業費補助金 
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市町村等が実施する環境日本一やまなしづくり推進に資する事業に補助を行いました。 

  

 

6-2 民間環境保全団体の協働の促進 

 

１ 県民・事業者・行政のパートナーシップの構築 

 

(1)環境パートナーシップやまなし(循環型社会推進課) 

 

①目的・概要 

環境保全のための活動は、個人から各種団体まで規模や活動内容が多様化しており、団体間の連携や情

報交換の場づくりが求められています。 

そこで、県民・事業者・行政のパートナーシップ（協働）のもと、自主的な環境保全活動を積極的に展開して

いくことを目的とし、平成 9年6月5日、環境パートナーシップやまなし(会長：宮川睦武県中小企業団体中

央会長)が設立されました。 

 

②事業内容 

・ 環境保全に関する活動情報の交換  

・ 環境に関する情報の収集・提供 

・ 環境保全活動団体の育成・支援 

・ 環境保全活動の推進       

・ やまなしクリーンキャンペーン等県との協働事業 

 

(2)環境に関する企業連絡協議会の活動 

「企業の抱える環境問題」を解決するため、県内の企業約330社（平成17年4月現在）で構成している環境

に関する企業連絡協議会（平成17年度会長：那須賢治 ＮＥＣコンピュータテクノ（株）社長）では、次の活動

を行っています。 

・ エコドライブ運動などの活動の啓発、実践 

・ 各種環境研修会の開催 

・ 環境美化活動の実施  など 

 

２ 民間団体の環境保全活動への支援 

  

(1)（財）やまなし環境財団 

 「やまなし環境財団」は、山梨県が民間の篤志家からの寄付をもとに、環境保全に向けた県民の意識の醸

成を図るとともに、民間団体の自発的な環境保全への取り組みを支援することを目的に設立したものです。 
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３ 桂川・相模川流域環境の保全（循環型社会推進課・大月林務環境部（現富士・東部林務環境事務所）） 

 

相模川は、その源流を山中湖に発し、山梨県内では桂川と呼ばれ、神奈川県に入ってからは相模川と名

前を変え、相模ダム（相模湖）、城山ダム（津久井湖）を経て、平塚市で相模湾に注ぐ全長 113Kmの一級河

川です。 

両県の県民に過去から現在まで多くの恵みを与え続けている桂川・相模川の流域環境を、将来の世代に

かけがえのない資産として引き継いでいくため、上流部の山梨県と下流部の神奈川県が流域に与えている

環境負荷や、その改善のために果たすべき役割を認識したうえで、県域を越えて、流域の市町村、住民、企

業等と一体となって、流域環境の保全に取り組むことを目的に、平成7年9月から両県の共同事業として「桂

川・相模川流域環境保全推進事業」を開始しました。 

この事業では、平成9年度までの3カ年に、問題提起と合意形成を図るための流域シンポジウムや流域サミ

ットを開催するとともに、流域の住民や市民団体・事業者・市町村等と一体となったクリーンキャンペーン、住

①財団の概要 

・ 設立年月日 平成９年11月20日 

・ 基本財産 ４億８，１１５万６，７７４円（平成18年3月31日現在） 

・ 所在地 甲府市丸の内１－６－１（循環型社会推進課内） 

・ 理事長 今村 修（森林環境部長） 

 

②財団の事業内容（平成10年度から実施） 

ア 環境保全活動支援助成事業 

県内で環境保全活動をしている民間団体等が行う実践活動、普及啓発活動、調査・研究活動などに助成する。 

（助成内容） 

○スタートアップ助成 

環境保全活動を新たに開始または開始後３年未満の団体等の活動に対して助成（助成率10／10以内で20万円を限

度） 

○ステップアップ助成 

環境保全活動を開始後３年以上行っている団体等の活動に対して助成（助成率１／２以内で20万円を限度） 

※平成17年度は、スタートアップ助成７団体、ステップアップ助成16団体の計２３団体に３１２万８千円を助成 

イ 「若宮賞」表彰事業 

優れた環境保全活動を行っている個人、団体表彰（本財団の設立に御協力いただいた方の名前を記念し「若宮賞」と

している） 

表彰対象：概ね２～３年以上継続して行っている環境保全に関する実践活動で、清掃美化、ごみ減量化・リサイクル、

大気・水質浄化、環境教育等に関する活動を対象とする。 

※平成17年度は、３団体３個人を表彰した。 

ウ やまなし環境活動ネットワーク集会の開催 

環境保全活動に取り組む民間団体等に交流の場を提供し、参加者の相互理解とネットワークの形成を目的に開催 

※平成18年１月28日にアイメッセ山梨において、環境保全活動リレーセミナー等を行い、活動状況等の発表や意見

交換により参加者の相互交流を図った。 

エ 情報提供事業     

環境保全活動を行っている個人・団体又は興味を持っている県民に環境に関する情報を広く提供するため、財団の

事業や活動団体の紹介、県や活動団体等から寄せられた情報等を掲載するホームページを作成し情報発信するととも

に、メールによる情報提供を行う。 

オ 温暖化防止対策支援事業 

環境保全活動の実践を推進していくためには、子どもの頃からの環境学習が重要である。そのため地球温暖化防止

子ども用リーフレットを作成し、また、地球温暖化防止啓発ＤＶＤを購入し、環境学習に役立てた。 
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民参加型環境調査、パートナーシップ交流等を実施し、併せて流域の全体像を把握するための流域環境基

礎調査や流域環境の保全に関する住民意識調査を実施しました。 

これらの事業成果を踏まえ、事業の最終年度となる平成9年度には、流域全体の環境保全のための推進母

体として、流域の市町村や市民団体、企業等で構成する流域協議会を設置(平成10年1月20日)し、平成

10年1月31日行動計画となる「アジェンダ２１桂川・相模川」を策定しました。平成10年度からは、この流域

協議会として活動を進めています。 

平成17年度の主な事業の実施状況は次のとおりです。 

 

 

①流域シンポジウムの開催 

・開催日 17.11.5 

・テーマ 「桂川・相模川の未来を創ろう」 

・開催場所 サン・エールさがみはら （神奈川県相模原市） 

・参加者 120人 

 

②クリーンキャンペーンの実施 

流域で行われるクリーンキャンペーンの情報を整理し、広く県民に周知することにより環境保全活動への参加を促す

とともに、簡易水質検査、水生生物調査等を行い、水質保全をはじめとする流域環境保全の重要性についての啓発を

行った。 

・実施箇所 40 箇所 

・参加人数 46,775 人 

 

③上下流交流事業の実施  

上流域の山梨県の住民が下流域を、下流域の神奈川県の住民が上流域を訪ね、共同作業や交流会等を行う事業を

実施した。 

(1)相模湾船上観察会・交流会（下流） 

・開催日 17.8.4 

・場所 神奈川県平塚市  

・内容 相模湾船上観察会、演奏会、交流会、講演会  

・参加者103人 

 (2)桂川・相模川 源流の森づくり体験 間伐体験＆森のコンサート（上流） 

・開催日 17.10.1 

・場所 山梨県上野原市  

・内容 間伐体験、八重山散策、木登り体験、森のコンサート 

・参加者 86人 


